
様式第８（第１０条関係） 

 

特定施設の構造等変更届出書 
 

 

令和○○年○○月○○日 

 

 

豊橋市水道事業及び下水道事業管理者 様 

 

 

                申請者              電話○○－○○○○ 

 

                   住 所 豊橋市○○町○○番地 

 

氏 名 又 は 名 称 ○○クリーニング店 

及び法人にあって 豊橋太郎 

は代表者の氏名                     

 

 

 

 下水道法第１２条の４の規定により、特定施設の構造等の変更について、次のとおり届け  

出ます。 

 

工 場 又 は 事 業 場 の 名 称 ○◯鍍金株式会社○○工場 ※ 整 理 番 号  

工場又は事業場の所在地 豊橋市○○町○○番地 ※受理年月日 年 月 日 

特 定 施 設 の 種 類 ６６ 電気メッキ施設 ※ 施設番号  

△特定施設の構造（特定施設の

使用の方法、汚水の処理の方法、

下水の量及び水量、用水及び排

水の系統） 

別紙のとおり。 

※ 審査結果  

※ 備 考  

備考  １．△印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利用すること。 

２．※印の欄には、記載しないこと。 

   ３．変更のある部分については、変更前及び変更後の内容を対照させるものとすること。 

   ４．届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本産業規格Ａとすること。 
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別 紙 １ 

１．～２．特定施設の種類及び構造 

１ 
番 号 ６６   

名 称 電気メッキ施設   

２－イ 
型 式 ○○社製○○型   

構 造 
鉄鋼製 

塩ビライニング 
  

主 要 寸 法 

幅   ○○ｍ 

高さ  ○○ｍ 

奥行  ○○ｍ 

 

所要面積○○ｍ３ 

  

施 設 数 ○○基   

能 力 
金属部分 

○○Kg／日／基 
  

主 要 機 械 又 は 

主要装置の配置 
別紙配置図のとおり 別紙配置図のとおり 別紙配置図のとおり 

２－ロ 工 事 着 手 予 定 

年 月 日 
令和○○年○○月○○日   

完成予定年月日 令和○○年○○月○○日   

使 用 開 始 予 定 

年 月 日 
令和○○年○○月○○日   

２－ハ 参 考 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考  ２－イの欄の記載については、詳細な図面を利用して、その概要を明記する 

   こと。 

 

 

 

別紙１～４は変更部分につい

てのみ提出する 



別 紙 ２ 

３．特定施設の使用の方法 

３－イ 
設 置 場 所 

別 紙 配 置 図 

の と お り 

別 紙 配 置 図 

の と お り 

別 紙 配 置 図 

の と お り 

３－ロ 特定施設を含む 

操 業 の 系 統 
別 紙 の と お り 別 紙 の と お り 別 紙 の と お り 

３－ハ １週間（又は月間） 

の 使 用 日 数 
６日／週   

１日の使用間隔 

及 び 使 用 時 間 

8：00～12：00 

13：00～17：00 

８時間 

  

季 節 的 変 動 なし   

３－二 

原 材 料 の 種 類 

使 用 方 法 

及 び 使 用 量 

金属部品○○Kg／日 

塩酸  ○○Kg／日 

苛性ｿｰﾀﾞ○○Kg／日 

亜鉛板 ○○Kg／日 

ﾆｯｹﾙ板 ○○Kg／日 

  

３－ホ 

通 
 
 
 
 
 
 
 
 

常 

水 量 ５０ ｍ３/日 ｍ３/日 ｍ３/日 

水

質 
ｐ H ２～１３   

全ｼｱﾝ ２０ ｍg/ℓ ｍg/ℓ  ｍg/ℓ  

銅 ３０  〃 〃  〃  

亜鉛 ４０  〃 〃  〃  

全 ｸ ﾛ

ﾑ 
５０  〃 〃  〃  

六価 

ｸﾛﾑ 
３０  〃 〃  〃  

    

最 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

水 量 １００ ｍ３/日 ｍ３/日 ｍ３/日 

水

質 

ｐ H ２～１３   

全ｼｱﾝ ３０ ｍg/ℓ ｍg/ℓ  ｍg/ℓ  

銅 ４５  〃 〃  〃  

亜鉛 ６０  〃 〃  〃  

全 ｸ ﾛ

ﾑ 
７５  〃 〃  〃  

六価 

ｸﾛﾑ 
４５  〃 〃  〃  

  〃  〃  

参 考 事 項 

   

 



 

別 紙 ３ 

４．汚水の処理の方法 

４－イ 設 置 場 所 別紙配置図のとおり  

４－ロ 工事着手予定年月日 令和○○年○○月○○日  

完 成 予 定 年 月 日 令和○○年○○月○○日  

使用開始予定年月日 令和○○年○○月○○日  

４－ハ 種 類 連続式メッキ廃水処理装置  

型 式 、 構 造 ○○社製○○型  

主 要 寸 法 別紙 構造図面のとおり  

能 力 ○○ｍ３／時  

処 理 の 方 法 酸化、還元、中和、凝集沈殿法  

４－ニ 処 理 の 系 統 別紙のとおり  

４－ホ 集 水 お よ び 

導 水 方 法 
Φ１００mm塩ビ管 

 

４－ヘ 使 用 時 間 間 隔 ９:００～１７:００  

１日の使用時間 ８時間  

季 節 的 変 動 なし  

４－ト 処理に要する消耗

資 材 
硫酸、苛性ソーダ 

 

用 途 別 使 用 量 

（ １ 日 当 り ） 

５０Kg、５０Kg  

４－チ 通

常 

水量ｍ ３ /日 ５０  

水

質 

項 目 pH 
ｼ ｱ

ﾝ 
銅 

亜

鉛 

ｸ ﾛ

ﾑ 

六価 

クロム 
pH       

処理前 
2～

13 
20 30 40 50 30        

〃 後 
6～

8 
0.2 0.6 1 0.4 0.1        

最

大 

水量ｍ ３ /日 １００  

水

質 

項 目 pH 
ｼ ｱ

ﾝ 
銅 

亜

鉛 

ｸ ﾛ

ﾑ 

六価 

クロム 
pH       

処理前 
2～

13 
30 45 60 75 45        

〃 後 
6～

8 
1 3 5 2 0.5        

４－リ 残 査 の 種 類 金属水酸化物  

生成量（１月当り） ６０００Kg／月  

残量の処理方法 業者委託にて○回／月処分  

４－ヌ 

参 考 事 項 

処分業者 

○○株式会社 電話○○－○○○○ 

○○市○○町○○番地 

備考 （４－ヌ）の欄は残査の処分先、処分業者について記載し、業者との契約書の写しを添付のこと。 



 

別 紙 ４ 

５．下水の量及び水質 

５－イ 通 常 

排 水 口 

名 称 

水 量 

ｍ３/日 

水 質  

pH ｼｱﾝ 銅 亜鉛 ｸﾛﾑ 
六価 

クロム  

No.1 ５０ 6～8 0.2 0.6 1 0.4 0.1  

No.2 ２４ 7 0.1 0.025 0.01 0.1 0.04  

No.3 雨水 － － － － － －  

         

         

総 合 排 水 １３６        

最 大 

No.1 １００ 6～8 1 3 5 2 0.5  

No.2 ２４ 7 0.1 0.025 0.01 0.1 0.04  

No.3 雨水 － － － － － －  

         

         

総 合 排 水 ２０４        

５－ロ 参考事項 

No.3排水口は、公共用水域へ 

 

 

 

 

６．用水及び排水の系統 

６ 用 水 系 統 使用量 ｍ３/日 用途別排水（使用）量 ｍ３/日 

工 業 用 水  特 定 施 設 １００ 

井 戸 水 １３０ そ の 他 の 施 設 ５ 

水 道 水 ６ 冷 却 水 ３０ 

河 川 水  事務所・厨房等 １ 

その他（循環水･雨水）  その他（     ）  

 

 

参 考 事 項 

 

 

 

備考 ６．用水及び排水の系統については、用途別を細分して図に表すこと。 



 

工場、事業場の概要 

 

工 場 事 業 

場 の 名 称 

○○鍍金株式会社 

○○工場 

工場事業場 

の 

所 在 地 

豊橋市○○町○○番地 

操 業 

年 月 
令和○○年○○月○○日 

 

資 本 金 

 

○○百万円 

 

従 業 員 数 

 

○○名（○○名） 

公 害 関 係 

担 当 者 

氏 名 

○○課長 

○○ ○○ 

電話 （○○）○○○○ 番 

主な生産品 

（月産別） 
○○部品 ○○Kg／月 

 

〔工場付近の略図〕 

 

工場付近の略図を記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工
事
施
工
者 

住 所 豊橋市○○町○○番地 

名 称 ○○設備株式会社 

担 当 者 ○○ ○○ ℡○○―○○○○ 


